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「わが家の避難行動マニュアル」の書き方について 

小田原市では「わが家の避難行動マニュアル」を作成し、全戸配

布いたしました。これは、災害が発生した時に、住民の皆様が適切

な行動をとれるようにするためのものです。 

以前配布しました、防災マップや洪水ハザードマップ、土砂災

害ハザードマップ等を参照しながら、自分が実際に避難する場所

などを記入することで、災害発生時の行動を確認してください。 

防災マップ等が、お手元に無い方は、防災マップ等の写し（抜

粋）を添付いたしましたのでご利用ください。 

防災マップ等は市のホームページでも公開しています。 

 作成した「わが家の避難行動マニュアル」は、冷蔵庫や玄関など

に貼ったりして、いつも確認できるようにしましょう。  

回 覧 

●記入の仕方〈地震編〉 

各種マップはホームページでも確認できます。 

空白部分に自分が避難する一時避難場所を記入しましょう。 

一時避難場所は地域ごとに違うので、自治会やご近所同士で確認しましょう。 

海抜は添付の「海抜マップ」か

「防災マップ」等で確認し ま

しょう。お近くに「海抜表示

板」があれば、そちらも参考に

しましょう。 

 マップに記載されている 

数字が「海抜」です。 

近所に海抜表

示板があれば、

そちらも参考

にしましょう。 

添付の「神奈川県津波浸水想定図」で自宅の場所を確認し、津波による浸水予測が「ある」 

か「ない」かを確認しましょう。 

浸水予測がある場合はその浸水深を確認しましょう。 

※津波浸水予測は、沿岸の該当地区にのみ資料添付いたします。 

 マップ上にカラーで 

色分けされている部分が 

津波浸水予測です。 

凡例の色で「浸水深」を 

確認しましょう。 

 小田原市ホームページから 

「いざというときに」をクリック 

例 

例 

ステップ① 

津波の危険性について

確認をする。 

ステップ② 

地震が発生した場合の

避難の流れを確認し、

避難先を決めておく。 
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小田原市 防災対策課 危機管理係  電話：0465-33-1855 ファックス：0465-33-1858 

※風水害等避難所（土砂災害時一時避難施設）は、「土

砂災害ハザードマップ」に記載されています。最寄の

施設を確認し、記入しましょう。 

土石流の危険な場所、または、がけ崩れの危険

な場所で「ある」に〇を付けた方は、どの情報

が発令された時に、どういった行動をとるか家

族で事前に決めておきましょう。 

土砂災害の危険が予想される方は、空白部分に

自宅近くの風水害等避難所（土砂災害時一時避

難施設）を記入しましょう。 

例 

土砂災害の危険個所は、添付の資

料か「土砂災害ハザードマップ」

で自宅の周辺に急傾斜地崩壊危険

区域、土砂災害警戒区域、土砂災

害特別警戒区域などの危険個所が

ないか確認し、「ある」「ない」を

〇で囲みましょう。 

※「土砂災害ハザードマップ」は、平成

24年度～26年度に地区内に危険個所

がある自治会にのみ配布しました。 

※緑、新玉、万年、幸、十字、山王網一

色、足柄、二川、下府中、富士見、桜井、

豊川、上府中、酒匂・小八幡地区は、

土砂災害ハザードマップはありません。 

 土砂災害警戒区域 

（イエローゾーン） 

 土砂災害特別警戒区域 

（レッドゾーン） 

 急傾斜地 

崩壊危険区域 

例 

例 

 マップ上にカラーで 

色分けされている部分が 

浸水予測です。 

自宅周辺の危険な河川や浸水想定（浸水

の深さが何mなのか）などは、添付の資

料のほか、洪水ハザードマップ、土砂災

害ハザードマップ（河川洪水情報も掲載）

で確認して空白部分に記入しましょう。 

※各マップはホームページで公開中。 

浸水予測が0.5m以上の場合、どの情報

が発令された時に、どういった行動をと

るか家族で事前に決めておきましょう。 

マップに記載されている、凡例の色を参照し

て想定される浸水の深さを確認しましょう。 

事前の避難（早期避難）の避難所

は近隣の小学校となります。 

日頃より、複数の避難先について

検討をしておきましょう。 

●記入の仕方〈風水害編〉 

ステップ① 

河川洪水による危険性

と浸水想定を確認する。 

ステップ② 

土砂災害の危険性を確

認する。 

ステップ③ 

どの時点で、どのよう

な行動をとるのか、ま

た、その避難先につい

て事前に決めておく。 


